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第
一　

は
じ
め
に

　

平
成
二
七
年
三
月
五
日
、
金
融
庁
お
よ
び
東
京
証
券

取
引
所
に
設
置
さ
れ
た
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」（
座

長
・
池
尾
和
人
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
。
以
下

「
本
有
識
者
会
議
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、「
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
原
案
〜
会
社
の
持
続
的

な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
の
た
め
に

〜
」（
以
下
「
本
コ
ー
ド
（
原
案
）」
と
い
う
）
が
、
策

定
・
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
今
後
、
東
京
証
券
取
引

所
に
お
い
て
制
定
さ
れ
る
予
定
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方

を
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
原
案
」（
注

一
）
と
い
う
形
で
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
コ
ー
ド（
原
案
）
は
、
実
効
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
を
図
る
上
で
、
き
わ
め
て
大
き
な

意
義
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
と

お
り
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
や
コ
ン

プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
な
ど
、
わ
が
国
で

は
未
だ
な
じ
み
の
薄
い
枠
組
み
を
採
用
し
て
い
る
面
も

あ
り
、
そ
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）

の
趣
旨
・
精
神
に
つ
い
て
幅
広
い
関
係
者
か
ら
の
理
解

を
い
た
だ
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
本

コ
ー
ド
（
原
案
）
の
概
要
等
に
つ
い
て
解
説
を
試
み
る

こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
わ
た

る
部
分
は
、
い
ず
れ
も
筆
者
ら
の
個
人
的
見
解
で
あ
る

こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

第
二　

総
論

一　

経
緯
等

　

平
成
二
六
年
六
月
、「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
二
〇

一
四
」
に
お
い
て
、「
東
京
証
券
取
引
所
と
金
融
庁
を
共

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
原
案
」

の
解
説

〔Ⅰ〕
油
布
志
行 

金
融
庁
総
務
企
画
局
企
業
開
示
課
長

渡
邉
浩
司 

東
京
証
券
取
引
所
上
場
部
企
画
グ
ル
ー
プ
課
長

谷
口
達
哉 

金
融
庁
総
務
企
画
局
企
業
開
示
課
専
門
官

中
野
常
道 

金
融
庁
総
務
企
画
局
企
業
開
示
課
専
門
官

目　
　

次

第
一　

は
じ
め
に

第
二　

総
論

　

一　

経
緯
等

　

二　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
意
義
・
目
的

１　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
意

義
２　
「
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
実
現

３　

中
長
期
保
有
の
株
主
と
建
設
的
な
対
話

　

三　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
枠
組
み

１　

プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
コ

ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン

２　

特
色
・
留
意
点

　

四　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
適
用

　

五　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
将
来
の
見
直
し

　

六　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
構
成

第
三　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
概
要

　

一　

第
一
章　

株
主
の
権
利
・
平
等
性
の
確
保

１　

基
本
原
則
一

２　

原
則
一
–
一　

株
主
の
権
利
の
確
保

３　

原
則
一
–
二　

株
主
総
会
に
お
け
る
権
利
行

使
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同
事
務
局
と
す
る
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、
秋
頃
ま
で

を
目
途
に
基
本
的
な
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
、
東
京
証

券
取
引
所
が
、
来
年
の
株
主
総
会
の
シ
ー
ズ
ン
に
間
に

合
う
よ
う
新
た
に
『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
』
を
策
定
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
」
と
の
施
策

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
二
六
年
八
月
、
金
融
庁
・
東

京
証
券
取
引
所
を
共
同
事
務
局
と
す
る
本
有
識
者
会
議

が
設
置
さ
れ
、
本
有
識
者
会
議
は
、
計
八
回
に
わ
た
り

議
論
を
重
ね
た
上
で
、
同
年
一
二
月
一
二
日
に
本
コ
ー

ド
（
原
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
案
を
取
り
ま

と
め
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、
平

成
二
七
年
三
月
五
日
に
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
を
最
終
確

定
さ
せ
た
。

　

な
お
、
当
該
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
案
は
和
英
両

文
に
よ
り
公
表
さ
れ
、
合
計
一
二
一
の
個
人
・
団
体

（
和
文
が
八
〇
、
英
文
が
四
一
）
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
が
、
そ
の
約
三
分
の
二
が
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の

策
定
に
賛
成
・
歓
迎
の
意
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
意
見

で
あ
っ
た
（
注
二
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
コ
ー
ド

（
原
案
）
や
こ
れ
に
基
づ
く
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
改
善
に
対
す
る
期
待
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
は
、
今
後
、
東
京
証
券
取
引
所

に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
し

て
制
定
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
併
せ
て
、

こ
れ
に
関
連
す
る
上
場
規
則
等
の
改
正
が
な
さ
れ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

二　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
意
義
・
目
的

１　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
意
義

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
は
、
実
効

的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
に
資
す
る

主
要
な
原
則
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
厳
格
な
法
規
範
で

は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
属
す
る
規
範
と
し

て
、
欧
州
・
ア
ジ
ア
を
中
心
に
各
国
で
広
く
採
用
さ
れ

て
い
る
。
各
国
に
お
い
て
そ
の
制
定
主
体
や
そ
の
実
効

性
担
保
の
手
法
は
異
な
る
も
の
の
、
後
述
す
る
プ
リ
ン

シ
プ
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
や
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ

ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
の
手
法
を
採
用
し
て
い
る
点

は
、
各
国
の
コ
ー
ド
に
お
い
て
お
お
む
ね
共
通
し
て
お

り
、
後
述
の
と
お
り
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
も
こ
れ
ら

の
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
普
遍
的
な
定
義
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

本
コ
ー
ド（
原
案
）
に
お
け
る
定
義
と
し
て
は
、「『
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
と
は
、
会
社
が
、
株
主
を
は

じ
め
顧
客
・
従
業
員
・
地
域
社
会
等
の
立
場
を
踏
ま
え

た
上
で
、
透
明
・
公
正
か
つ
迅
速
・
果
断
な
意
思
決
定

を
行
う
た
め
の
仕
組
み
を
意
味
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て

お
り
（
序
文
冒
頭
）（
注
三
）、
こ
う
し
た
前
提
の
下
で
、

本
コ
ー
ド（
原
案
）
に
は
、
実
効
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
に
資
す
る
主
要
な
原
則
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

２　
「
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
実
現

　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
は
、
前
述
の
と
お
り
、
わ
が
国

の
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
策
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
二

〇
一
四
」
で
は
、「
日
本
企
業
の
『
稼
ぐ
力
』、
す
な
わ

ち
中
長
期
的
な
収
益
性
・
生
産
性
を
高
め
、
そ
の
果
実

を
広
く
国
民
（
家
計
）
に
均
て
ん
さ
せ
る
」
た
め
に
は
、

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に
よ
り
、
経
営

者
の
マ
イ
ン
ド
を
変
革
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
水
準
の
Ｒ
Ｏ

Ｅ
の
達
成
等
を
一
つ
の
目
安
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に

打
ち
勝
つ
攻
め
の
経
営
判
断
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
で
あ
り
、「
内
部
留
保
を

貯
め
込
む
の
で
は
な
く
、
新
規
の
設
備
投
資
や
、
大
胆

な
事
業
再
編
、
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
に
積
極
的
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
の
考
え
方
の
下
、「
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
諸

原
則
の
形
で
取
り
ま
と
め
る
こ
と
は
、
持
続
的
な
企
業

価
値
向
上
の
た
め
の
自
律
的
な
対
応
を
促
す
こ
と
を
通

じ
、
企
業
、
投
資
家
、
ひ
い
て
は
経
済
全
体
に
も
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

一
般
に
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う

と
、
会
社
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
回
避
・
抑
制
や
不
祥
事

の
防
止
と
い
っ
た
側
面
に
重
点
を
置
く
傾
向
が
あ
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
は
、
こ
の

よ
う
な
側
面
を
過
度
に
強
調
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
本
コ
ー
ド（
原
案
）
は
、
実
効
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
に
よ
り
、
経
営
者
の
企
業
家
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精
神
の
発
揮
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
お

り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
「
い
わ
ば
『
攻
め
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
』
の
実
現
を
目
指
す
も
の
」
で
あ
る
こ
と
が
、
本

コ
ー
ド
（
原
案
）
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
に
は
、

「
会
社
に
お
い
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
機
能
が
十
分

に
働
か
な
い
よ
う
な
状
況
…
…
こ
そ
が
会
社
と
し
て
の

果
断
な
意
思
決
定
や
事
業
活
動
に
対
す
る
阻
害
要
因
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
で
は
、
会
社

に
対
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
適
切
な
規
律
を
求
め

る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
陣
を
こ
う
し
た
制
約
か
ら
解
放

し
、
健
全
な
企
業
家
精
神
を
発
揮
し
つ
つ
経
営
手
腕
を

振
る
え
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
る
」
旨
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
序
文
七
項
）。

　

こ
の
た
め
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
を
踏
ま
え
た
各
会

社
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
本
有
識
者
会
議
に
お
け
る

議
論
に
も
あ
っ
た
と
お
り
、
リ
ス
ク
管
理
部
門
や
法
務

部
門
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
回
避
・
抑
制
等
に
主
眼
を
置

く
部
署
で
の
対
応
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
経
営
レ

ベ
ル
・
経
営
企
画
レ
ベ
ル
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
た

上
で
、
経
営
陣
を
中
心
と
し
た
全
社
横
断
的
な
検
討
を

実
施
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

３　

中
長
期
保
有
の
株
主
と
建
設
的
な
対
話

　

ま
た
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
は
、「
会
社
の
持
続
的
な

成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
」
に
向
け
ら
れ

た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
を

最
も
強
く
期
待
し
て
い
る
の
は
、
通
常
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
改
善
が
実
を
結
ぶ
ま
で
待
つ
こ
と
が
で
き
る
中
長
期

保
有
の
株
主
で
あ
り
、
こ
う
し
た
株
主
は
、
市
場
の
短

期
主
義
化
が
懸
念
さ
れ
る
昨
今
に
お
い
て
も
、
会
社
に

と
っ
て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
得
る
存
在
で
あ

る
」
と
の
認
識
の
下
、「
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
は
、…
…

中
長
期
の
投
資
を
促
す
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
も
期

待
し
て
い
る
」
旨
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
序
文

八
項
）。

　

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
は
、

平
成
二
六
年
二
月
に
策
定
さ
れ
た「『
責
任
あ
る
機
関
投

資
家
』
の
諸
原
則
《
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・

コ
ー
ド
》」（
以
下「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
」

と
い
う
）
に
基
づ
く
株
主
（
機
関
投
資
家
）
と
会
社
と

の
間
の
建
設
的
な
「
目
的
を
持
っ
た
対
話
」
に
よ
り
、

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
に
基
づ
く
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
改
善
に
向
け
た
会
社
の
取
組
み
に
さ
ら
な
る

充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
そ
の
意
味

に
お
い
て「
本
コ
ー
ド（
原
案
）
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
と
は
、
い
わ
ば
『
車
の
両
輪
』」
で
あ
る
と

の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
（
序
文
八
項
）。

三　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
枠
組
み

１　

プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
コ
ン

プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン

　

会
社
の
持
続
的
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向

上
と
い
う
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制

が
最
適
で
あ
る
か
は
、
各
会
社
の
置
か
れ
た
状
況
に

よ
っ
て
区
々
で
あ
り
得
る
。
こ
の
た
め
、
法
令
や
ル
ー

ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
細
則
主
義
）
の
規
律
に

よ
っ
て
特
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
一
律
に
強
制
す
る

こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
各
会
社
が
そ
の
形
式
的
な
遵
守

の
た
め
の
対
応
の
み
に
注
力
す
る
な
ど
と
い
っ
た
事
態

を
招
く
な
ど
、
か
え
っ
て
そ
の
実
質
を
蔑
ろ
に
す
る
お

そ
れ
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
は
、
そ

の
よ
う
な
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、

①
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ（
原
則
主
義
）

と
②
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
（
原
則

を
実
施
す
る
か
、
実
施
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
理
由

を
説
明
す
る
か
）
の
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
手
法
は
、
前
述
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド

に
お
い
て
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
手
法
の
下
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
適
用

を
受
け
る
各
会
社
は
、
①
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
各
原

則
（
プ
リ
ン
シ
プ
ル
）
に
つ
い
て
、
そ
の
形
式
的
な
記

載
・
文
言
で
は
な
く
、
そ
の
趣
旨
・
精
神
に
照
ら
し

て
、
自
ら
の
活
動
が
当
該
原
則
に
則
し
て
い
る
か
否
か

を
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
②
自
ら
の
個

別
事
情
に
照
ら
し
て
実
施
（
コ
ン
プ
ラ
イ
）
す
る
こ
と

が
適
当
で
な
い
と
考
え
る
原
則
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

「
実
施
し
な
い
理
由
」
を
十
分
に
説
明（
エ
ク
ス
プ
レ
イ

ン
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
部
の
原
則
を
実
施
（
コ
ン

プ
ラ
イ
）
し
な
い
こ
と
も
許
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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２　

特
色
・
留
意
点

　

本
コ
ー
ド（
原
案
）
が
採
用
す
る
こ
れ
ら
の
手
法
は
、

ル
ー
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
規
律
が
一
般
的
な
わ

が
国
で
は
未
だ
な
じ
み
の
薄
い
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
手
法
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本

コ
ー
ド
（
原
案
）
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
（
序
文
九
項
〜
一
二
項
）、
本
有
識
者
会
議
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
に
お
い
て
そ
の
周
知
等
を
求

め
る
意
見
が
多
く
表
明
さ
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
改
め

て
こ
こ
で
そ
の
主
な
特
色
や
留
意
点
に
つ
い
て
の
解
説

を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

⑴　

用
語
の
解
釈

　

ま
ず
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
で
使
用
さ
れ
て
い
る
用

語
に
つ
い
て
は
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー

チ
の
手
法
の
下
、
厳
格
な
定
義
を
置
か
ず
、
あ
え
て
解

釈
の
幅
を
残
し
て
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
特
色
は
、
明
確
性
に
重
き
が
置
か
れ
る
一
般
的
な

ル
ー
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
規
律
に
は
あ
ま
り
見

受
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
用
語
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
一
義
的
に
は

各
会
社
の
自
主
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
各
会
社
の
恣
意
的
な
解
釈
が
許
容
さ
れ
て
い

る
と
い
う
受
け
止
め
方
は
適
切
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

こ
う
し
た
解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
各
原
則
の
趣
旨
・
精

神
の
十
分
な
理
解
の
下
、「
当
社
に
お
い
て
各
原
則
の

趣
旨
・
精
神
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
用
語

を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
適
切
か
」
と
い
っ
た

観
点
か
ら
い
わ
ば
ゴ
ー
ル
か
ら
遡
っ
て
考
え
て
い
く
よ

う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
会
社
と
の
対

話
等
を
行
う
株
主
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
側
に
お

い
て
も
理
解
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
用
語
の

解
釈
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
各
会
社
の
考
え
方
を
尊
重

し
つ
つ
、
仮
に
見
解
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
対

話
に
お
い
て
共
通
の
理
解
を
探
っ
て
い
く
と
い
っ
た
対

応
を
と
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

各
原
則
の
趣
旨
・
精
神
等
を
明
確
化
す
る
た
め
の

記
載

　

次
に
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
に
は
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル

ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手
法
の
下
、
一
見
、
至
極
当

た
り
前
と
も
思
え
る
よ
う
な
原
理
・
原
則
が
い
く
つ
か

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
も
一
般
的
な
ル
ー
ル

ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
規
律
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な

い
特
色
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
記
載
に
つ
い
て
、
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ

ロ
ー
チ
の
規
律
に
通
常
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ば

「
規
律
と
し
て
の
具
体
的
な
意
味
合
い
」
を
見
出
そ
う

と
す
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、「
具
体
的
に
何
を
す
れ

ば
、
こ
の
原
則
を
実
施
（
コ
ン
プ
ラ
イ
）
し
た
こ
と
に

な
る
の
か
」
と
の
自
縄
自
縛
に
陥
り
か
ね
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
記
載
の
中
に
は
、
主
と

し
て
各
原
則
の
趣
旨
・
精
神
や
そ
の
背
景
に
あ
る
理
念

等
を
明
確
化
す
る
観
点
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多

く
、
必
ず
し
も
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
に
お
け
る
す
べ

て
の
原
則
が
、
各
会
社
に
何
か
特
別
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

求
め
る
前
提
で
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
に

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

⑶　

表
層
的
な
対
応
の
回
避

　

コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
の
手
法
に

つ
い
て
も
、
そ
の
意
義
を
見
誤
れ
ば
、「
実
施
（
コ
ン
プ

ラ
イ
）
あ
り
き
」
の
考
え
方
に
基
づ
く
う
わ
べ
だ
け
の

対
応
や
、
他
社
と
足
並
み
を
揃
え
る
だ
け
の
「
ひ
な
型

的
」
な
説
明（
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
）
を
行
う
な
ど
と
い
っ

た
対
応
に
陥
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
否
定
で
き
な
い
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
う
し
た
対
応
は
本
コ
ー
ド

（
原
案
）
の
趣
旨
・
精
神
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
は
、「
会
社
が
、
各
原
則
の
趣

旨
・
精
神
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の
課
題

の
有
無
を
検
討
し
、
自
律
的
に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
」
で
あ
り
（
序
文
八
項
）、
各
原
則
が
実
施
（
コ

ン
プ
ラ
イ
）
さ
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
結
果
ば
か
り

に
過
度
に
重
き
が
置
か
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
各
会
社
が
、
各
原
則
を
実
施
（
コ
ン
プ
ラ
イ
）

す
る
か
ど
う
か
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
実
施
す
る
場
合

に
は
そ
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
、
仮
に
実
施
し
な
い
場

合
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
説
明
（
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
）

の
中
味
に
つ
い
て
、
と
き
に
株
主
と
の
対
話
等
も
重
ね

つ
つ
、
真
摯
に
検
討
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
も

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
株
主
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
側
に
お
い

て
も
、
前
述
の
よ
う
な
会
社
に
よ
る
対
応
を
招
く
こ
と
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の
な
い
よ
う
、
各
原
則
が
実
施
（
コ
ン
プ
ラ
イ
）
さ
れ

て
い
る
か
否
か
と
い
う
結
果
ば
か
り
を
偏
重
し
な
い
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
各
原

則
の
一
部
が
実
施
（
コ
ン
プ
ラ
イ
）
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
の
み
を
も
っ
て
、
実
効
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
と
機
械
的
に
評
価
す
る

こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

四　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
適
用

　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
適
用
対
象
は
、「
我
が
国
取
引

所
に
上
場
す
る
会
社
」
で
あ
る
が
、
マ
ザ
ー
ズ
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
等
に
上
場
す
る
会
社
や
外
国
会
社
に
対
す
る

適
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
考
慮
が
必
要
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
得
る
た
め
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
で
は
、

東
京
証
券
取
引
所
に
お
い
て
、
こ
の
点
の
整
理
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
（
序
文
一
三
項
）。

　

ま
た
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
適
用
開
始
時
期
に
つ

い
て
は
、「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
二
〇
一
四
」
に
お

い
て
「
来
年
の
株
主
総
会
の
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
う
よ

う
」
策
定
す
る
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成

二
七
年
六
月
一
日
か
ら
の
適
用
開
始
が
想
定
さ
れ
て
い

る
（
序
文
一
五
項
）。
他
方
、
本
有
識
者
会
議
に
お
い
て

は
、
こ
う
し
た
想
定
の
下
で
は
、
適
用
開
始
時
期
ま
で

に
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
各
原
則
を
実
施
（
コ
ン
プ
ラ

イ
）
す
る
こ
と
に
拘
泥
す
る
あ
ま
り
、
う
わ
べ
だ
け
の

対
応
に
終
始
す
る
な
ど
と
い
っ
た
事
態
を
招
く
可
能
性

が
あ
る
と
の
懸
念
も
表
明
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
本

コ
ー
ド
（
原
案
）
で
は
、「
上
場
会
社
が
、
ま
ず
は
…
…

適
用
開
始
に
向
け
て
真
摯
な
検
討
や
準
備
作
業
を
行
っ

た
上
で
、
な
お
完
全
な
実
施
が
難
し
い
場
合
に
、
今
後

の
取
組
み
予
定
や
実
施
時
期
の
目
途
を
明
確
に
説
明

（
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
対
応
を
行
う

可
能
性
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
旨
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
（
序
文
一
五
項
）。
こ
の
よ
う
な
対
応
を
行
う

可
能
性
が
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
、
本
来
、

適
用
開
始
時
期
の
問
題
と
か
か
わ
り
な
く
、
前
述
し
た

コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
の
趣
旨
か
ら

当
然
に
導
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
有
識
者
会

議
に
お
い
て
前
記
の
よ
う
な
懸
念
が
多
く
表
明
さ
れ
た

こ
と
も
踏
ま
え
、
あ
え
て
確
認
的
に
こ
う
し
た
記
載
が

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
将
来
の
見
直
し

　

本
コ
ー
ド（
原
案
）
の
将
来
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

各
会
社
の
対
応
状
況
や
関
連
法
令
の
改
正
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
た
上
で
柔
軟
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
の
観
点
か
ら
、
そ
の
時
期
や
方
法
等
に
つ
い
て
あ

え
て
特
段
の
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
本
コ
ー

ド
（
原
案
）
が
定
期
的
に
見
直
し
の
検
討
に
付
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
」
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

六　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
構
成

　
「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
二
〇
一
四
」
に
お
い
て
、

コ
ー
ド
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
」（
以
下
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原

則
」
と
い
う
）
を
踏
ま
え
る
も
の
と
す
る
と
明
記
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
本
有
識
者
会
議
で
は
同
原
則
の
内
容

に
沿
っ
た
議
論
が
な
さ
れ
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
内

容
は
同
原
則
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
は
、
広
く
各
国
に
お
け
る
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
取
組
み
の
基
礎
・
指
針
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容

と
し
て
、
①
株
主
の
権
利
、
②
株
主
の
平
等
な
取
扱
い
、

③
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
役
割
、
④
開
示

と
透
明
性
、
⑤
取
締
役
会
の
責
任
と
い
っ
た
項
目
に
つ

い
て
の
原
則
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
五
つ
の
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
た
上

で
（
な
お
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
で
は
、
こ
の
う
ち
①

と
②
が
「
株
主
の
権
利
・
平
等
性
の
確
保
」
と
し
て
一

つ
の
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
注
四
））、
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
五
つ
の
項
目
に
付
加
す
る
形
で「
株
主
と
の
対
話
」

に
つ
い
て
の
独
立
の
章
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
と

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が
「
車
の
両
輪
」
で

あ
る
と
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
実
効
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
に
資
す
る
よ
う
、
株
主
と
の

対
話
に
向
け
た
会
社
の
取
組
み
の
促
進
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
に
は
独
立
の
章
と
し
て
は

明
記
さ
れ
て
い
な
い
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
独
自
の
取
組



商事法務No.2062 2015. 3.15

─ 52 ─

み
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
本
コ
ー
ド
（
原
案
）
は
、
各
原
則
を
体
系
的

に
分
類
・
整
理
し
、
各
章
ご
と
に
基
本
原
則
・
原
則
・

補
充
原
則
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
と
い
う
三
層
構
造
を

採
用
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、

各
原
則
に
つ
い
て
の
適
用
上
の
優
劣
関
係
を
示
す
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
等
し
く
コ
ン
プ
ラ

イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
の
対
象
と
な
る
点
に
留

意
が
必
要
で
あ
る
。

第
三　

本
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
概
要

一　

第
一
章　

株
主
の
権
利
・
平
等
性
の
確
保

１　

基
本
原
則
一

基
本
原
則
一

　

上
場
会
社
は
、
株
主
の
権
利
が
実
質
的
に
確
保

さ
れ
る
よ
う
適
切
な
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
株

主
が
そ
の
権
利
を
適
切
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
の
整
備
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
上
場
会
社
は
、
株
主
の
実
質
的
な
平
等

性
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

　

少
数
株
主
や
外
国
人
株
主
に
つ
い
て
は
、
株
主

の
権
利
の
実
質
的
な
確
保
、
権
利
行
使
に
係
る
環

境
や
実
質
的
な
平
等
性
の
確
保
に
課
題
や
懸
念
が

生
じ
や
す
い
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
に
配
慮

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

本
基
本
原
則
は
、
株
主
が
上
場
会
社
に
お
け
る
多
様

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
要
で
あ
り
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
要
な
起
点
で
あ
る
と
の
認
識
の

下
、
上
場
会
社
に
対
し
て
、
株
主
の
権
利
と
平
等
性
の

実
質
的
な
確
保
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
第
一
段
落
に
お
い
て
、
株
主
の
権
利
の
実
質
的
な

確
保
と
そ
の
権
利
の
適
切
な
行
使
に
向
け
た
環
境
整
備

に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
段
落
に
お
い
て
、
株

主
の
平
等
の
実
質
的
な
確
保
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
本
基
本
原
則
に
係
る
「
考
え
方
」
部
分
に

記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
上
場
会
社
に
対
し
て
、
会

社
法
に
規
定
さ
れ
た
株
主
平
等
原
則（
会
社
法
一
〇
九
条

一
項
）
を
よ
り
実
質
的
に
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

広
く
株
主
か
ら
信
認
を
得
て
い
る
こ
と
が
、
資
本
提
供

者
か
ら
の
支
持
基
盤
の
強
化
に
資
す
る
と
の
認
識
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
連
し
て
、
第
三
段
落
に
お
い
て

は
、
少
数
株
主
・
外
国
人
株
主
の
権
利
の
実
質
的
な
確

保
、
権
利
行
使
に
係
る
環
境
や
実
質
的
な
平
等
性
の
確

保
に
つ
い
て
は
課
題
や
懸
念
が
生
じ
や
す
い
面
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
へ
の
配
慮
を
特
に
行
う
べ
き

と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
本
基
本
原
則
の
趣
旨
は
、
さ
ら
に
原
則

一
–
一
〜
原
則
一
–
七
ま
で
の
七
つ
の
原
則
に
よ
っ
て

具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

２　

原
則
一
−
一　

株
主
の
権
利
の
確
保

　

本
原
則
は
、
上
場
会
社
に
対
し
て
、
株
主
総
会
に
お

け
る
議
決
権
を
は
じ
め
と
す
る
株
主
の
権
利
が
実
質
的

に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
原
則
に
関
連
し
て
、
補
充
原
則
一
–
一
①
は
、
取

締
役
会
に
対
し
て
、「
株
主
総
会
に
お
い
て
可
決
に
は

至
っ
た
も
の
の
相
当
数
の
反
対
票
が
投
じ
ら
れ
た
会
社

提
案
議
案
が
あ
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
反
対
の
理
由

や
反
対
票
が
多
く
な
っ
た
原
因
の
分
析
を
行
い
、
株
主

と
の
対
話
そ
の
他
の
対
応
の
要
否
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

　

本
補
充
原
則
は
、
本
有
識
者
会
議
に
お
け
る
議
論
を

踏
ま
え
て
、
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー

ド
（
注
五
）
を
参
考
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
点
、
本
補
充
原
則
に
よ
る
対
応
の
基
準
と
な
る
「
相

当
数
の
反
対
票
」
の
具
体
的
な
解
釈
は
、
各
取
締
役
会

の
合
理
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、「
相
当
数
の
反
対
票
」
が
あ
っ
た
場
合
、
反

対
理
由
や
原
因
の
分
析
は
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
後
の

対
応
に
つ
い
て
は
、「
株
主
と
の
対
話
そ
の
他
の
対
応

の
要
否
」
を
検
討
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

検
討
の
結
果
、
対
応
を
要
し
な
い
と
取
締
役
会
が
合
理

的
に
考
え
る
場
合
に
ま
で
対
応
を
求
め
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
、
そ
の
対
応
の
方
法
も
、
必
ず
し
も
「
株
主

と
の
対
話
」
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

次
に
、
補
充
原
則
一
–
一
②
は
、
上
場
会
社
に
対
し

て
、「
総
会
決
議
事
項
の
一
部
を
取
締
役
会
に
委
任
す

る
よ
う
株
主
総
会
に
提
案
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
自
ら

の
取
締
役
会
に
お
い
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
す
る
役
割
・
責
務
を
十
分
に
果
た
し
得
る
よ
う
な
体
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制
が
整
っ
て
い
る
か
否
か
を
考
慮
す
べ
き
」
と
し
て
い

る
。
ま
た
、「
上
場
会
社
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
体
制
が

し
っ
か
り
と
整
っ
て
い
る
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
上

記
の
提
案
を
行
う
こ
と
が
、
経
営
判
断
の
機
動
性
・
専

門
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
場
合
が
あ
る
こ
と

を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
」
と
も
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
本
補
充
原
則
の
〔
背
景
説
明
〕
に
も
あ
る

と
お
り
、
一
般
に
わ
が
国
の
上
場
会
社
に
お
い
て
は
、

他
国
の
上
場
会
社
に
比
し
て
幅
広
い
事
項
を
株
主
総
会

に
か
け
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
本
有
識
者
会
議
に
お

い
て
も
、「
ど
う
い
う
こ
と
だ
け
に
つ
い
て
株
主
総
会

と
い
う
形
で
株
主
の
意
思
を
問
う
の
が
望
ま
し
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
指
摘
も

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
本
補
充
原
則
は
、
取

締
役
会
に
お
い
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関

す
る
役
割
・
責
務
を
十
分
に
果
た
し
得
る
体
制
が
整
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
会
社
法
上
許
容
さ
れ
る
範
囲

内
で
、
一
部
の
株
主
総
会
決
議
事
項
を
取
締
役
会
に
委

任
す
る
よ
う
提
案
す
る
こ
と
も
一
案
で
あ
る
と
の
考
え

方
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
「
考
慮
に
入
れ

る
べ
き
」
こ
と
を
求
め
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
よ

う
な
委
任
を
一
律
に
慫
慂
す
る
も
の
と
も
禁
止
す
る
も

の
と
も
さ
れ
て
い
な
い
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
な

お
、
本
補
充
原
則
の
具
体
的
な
適
用
場
面
と
し
て
は
、

会
社
法
と
の
関
係
上
、
役
員
報
酬
の
具
体
的
配
分
や
剰

余
金
の
配
当
に
係
る
決
定
等
を
取
締
役
会
に
委
任
す
る

場
面
が
一
般
に
は
想
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る

が
、
本
補
充
原
則
は
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
特
定
の
事

項
に
焦
点
を
当
て
る
意
図
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
一
般
論
と
し
て
前
記
の
よ
う
な
考
え
方
を
示
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

補
充
原
則
一
–
一
③
は
、
上
場
会
社
に
対
し
て
、「
株

主
の
権
利
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
そ
の
権
利
行
使
を
事

実
上
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
べ
き
」
と
し
て

い
る
。
ま
た
、「
と
り
わ
け
、
少
数
株
主
に
も
認
め
ら
れ

て
い
る
上
場
会
社
及
び
そ
の
役
員
に
対
す
る
特
別
な
権

利
（
違
法
行
為
の
差
止
め
や
代
表
訴
訟
提
起
に
係
る
権

利
等
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
権
利
行
使
の
確
保
に
課
題

や
懸
念
が
生
じ
や
す
い
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
に

配
慮
を
行
う
べ
き
」
と
も
し
て
い
る
。

　

本
補
充
原
則
の
第
二
文
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
る
（
注
六
）。
本
有
識
者
会
議
に
お
け
る

議
論
に
も
あ
っ
た
と
お
り
、
具
体
的
な
適
用
場
面
と
し

て
は
、
委
任
状
勧
誘
等
の
場
面
に
お
い
て
、
株
主
が
株

主
名
簿
の
閲
覧
等
を
求
め
た
際
に
、
上
場
会
社
が
不
当

に
対
応
を
遅
延
し
、
結
果
的
に
株
主
総
会
の
開
催
日
が

到
来
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
補
充
原
則
の
主
眼
は
、
一
般

に
少
数
株
主
の
権
利
行
使
が
事
実
上
妨
げ
ら
れ
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
生
じ
や
す
い
こ
と
へ
の
注
意
を
喚
起
し
、

そ
の
た
め
の
配
慮
を
求
め
る
点
に
あ
り
、
必
ず
し
も
こ

う
し
た
特
定
の
場
面
だ
け
を
規
律
す
る
意
図
で
設
け
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
（
名
簿
閲
覧
の
対
応
遅
延
さ
え
行

わ
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
）
と
考
え
ら

れ
る
。

３　

原
則
一
−
二　

株
主
総
会
に
お
け
る
権
利
行
使

　

本
原
則
は
、
上
場
会
社
に
対
し
て
、「
株
主
総
会
が
株

主
と
の
建
設
的
な
対
話
の
場
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

株
主
の
視
点
に
立
っ
て
、
株
主
総
会
に
お
け
る
権
利
行

使
に
係
る
適
切
な
環
境
整
備
を
行
う
べ
き
」
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
点
、「
株
主
総
会
が
株
主
と
の
建
設
的

な
対
話
の
場
で
あ
る
」
と
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
上
場

会
社
の
株
主
に
と
っ
て
、
株
主
総
会
は
議
決
権
行
使
等

を
通
じ
て
上
場
会
社
に
対
し
て
直
接
意
見
を
発
信
す
る

こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
機
会
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
原
則
に
関
連
し
て
、
補
充
原
則
一
–
二
①
は
、
上

場
会
社
に
対
し
て
、「
株
主
総
会
に
お
い
て
株
主
が
適

切
な
判
断
を
行
う
こ
と
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
情
報

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
適
確
に
提
供
す
べ
き
」
と

し
て
い
る
。
本
補
充
原
則
は
、「
必
要
に
応
じ
適
確
に
」

と
あ
る
よ
う
に
、
上
場
会
社
の
合
理
的
な
判
断
に
お
い

て
、
株
主
総
会
に
お
け
る
株
主
の
適
切
な
判
断
に
資
す

る
と
考
え
る
情
報
が
あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
を

公
表
そ
の
他
何
ら
か
の
方
法
で
提
供
す
べ
き
と
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　

補
充
原
則
一
–
二
②
は
、
上
場
会
社
に
対
し
て
、「
株

主
が
総
会
議
案
の
十
分
な
検
討
期
間
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
招
集
通
知
に
記
載
す
る
情
報
の
正
確

性
を
担
保
し
つ
つ
そ
の
早
期
発
送
に
努
め
る
べ
き
」
と

し
て
い
る
。
ま
た
、「
招
集
通
知
に
記
載
す
る
情
報
は
、

株
主
総
会
の
招
集
に
係
る
取
締
役
会
決
議
か
ら
招
集
通

知
を
発
送
す
る
ま
で
の
間
に
、
Ｔ
Ｄ
ｎ
ｅ
ｔ
や
自
社
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
り
電
子
的
に
公
表
す
べ
き
」
と
し

て
い
る
（
注
七
）。

　

本
補
充
原
則
は
、
複
数
の
上
場
会
社
に
投
資
を
し
て
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い
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
機
関
投
資
家
、
特
に
海
外

の
機
関
投
資
家
に
と
っ
て
は
、
株
主
総
会
の
開
催
時
期

の
集
中
の
問
題
も
あ
り
、
議
案
の
検
討
期
間
が
き
わ
め

て
限
ら
れ
て
い
る
と
の
現
状
に
対
応
す
べ
く
設
け
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
本
補
充
原
則

の
前
段
は
、
い
わ
ゆ
る
招
集
通
知
の
早
期
発
送
に
関
す

る
も
の
で
あ
り
、
株
主
の
株
主
総
会
の
議
案
に
係
る
検

討
期
間
を
十
分
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
招
集
通
知
を

可
能
な
限
り
早
期
に
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
同
時

に
、「
情
報
の
正
確
性
を
担
保
し
つ
つ
」
と
あ
る
よ
う

に
、
外
部
会
計
監
査
人
に
よ
る
適
切
な
監
査
時
間
の
確

保
等
へ
の
配
慮
を
も
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
本
補
充
原

則
の
後
段
は
、
い
わ
ゆ
る
招
集
通
知
の
発
送
前
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
公
表
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
公
表
方

法
に
関
し
て
は
、
招
集
通
知
が
固
ま
っ
た
時
点
で
の
迅

速
な
公
表
が
可
能
と
な
り
、
機
関
投
資
家
等
の
議
案
の

検
討
時
間
の
確
保
に
大
い
に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
招
集
通
知
が
基
準
日
株
主
に

郵
送
で
届
く
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
い
わ
ば

一
般
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
も
含
め
、

本
有
識
者
会
議
と
し
て
の
考
え
方
が
本
コ
ー
ド（
原
案
）

と
し
て
明
示
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
（
注
八
）。

　

補
充
原
則
一
–
二
③
は
、
上
場
会
社
に
対
し
て
、「
株

主
と
の
建
設
的
な
対
話
の
充
実
や
、
そ
の
た
め
の
正
確

な
情
報
提
供
等
の
観
点
を
考
慮
し
、
株
主
総
会
開
催
日

を
は
じ
め
と
す
る
株
主
総
会
関
連
の
日
程
の
適
切
な
設

定
を
行
う
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

　

本
補
充
原
則
の
〔
背
景
説
明
〕
に
記
載
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
本
有
識
者
会
議
で
は
、
三
月
期
決
算
の
上
場

会
社
に
関
し
て
、
株
主
総
会
の
開
催
日
を
七
月
に
す
る

こ
と
の
検
討
を
求
め
る
こ
と
も
議
論
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
本
補
充
原
則
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

結
論
を
示
し
て
い
な
い
（
注
九
）。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
、

各
上
場
会
社
に
お
い
て
、
株
主
の
株
主
総
会
の
議
案
に

係
る
検
討
期
間
や
外
部
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
時
間

の
確
保
等
、
各
種
の
関
係
要
素
を
考
慮
に
入
れ
た
上

で
、
株
主
総
会
関
連
の
日
程
を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

補
充
原
則
一
–
二
④
は
、
上
場
会
社
に
対
し
て
、「
自

社
の
株
主
に
お
け
る
機
関
投
資
家
や
海
外
投
資
家
の
比

率
等
も
踏
ま
え
、
議
決
権
の
電
子
行
使
を
可
能
と
す
る

た
め
の
環
境
作
り
（
議
決
権
電
子
行
使
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
利
用
等
）
や
招
集
通
知
の
英
訳
を
進
め
る

べ
き
」
と
し
て
い
る
。

　

本
補
充
原
則
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
機
関
投
資

家
や
海
外
投
資
家
の
比
率
」
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

上
場
会
社
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
英
訳
に
割
け
る
合
理

的
な
リ
ソ
ー
ス
等
を
考
慮
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
各

上
場
会
社
の
実
情
を
踏
ま
え
た
合
理
的
な
対
応
が
期
待

さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
た
と

え
ば
、
招
集
通
知
の
一
部
の
み
を
英
訳
す
る
と
い
う
対

応
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
直

ち
に
本
補
充
原
則
を
実
施
（
コ
ン
プ
ラ
イ
）
し
て
い
な

い
こ
と
に
な
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
議
決
権
の

電
子
行
使
を
可
能
と
す
る
た
め
の
環
境
作
り
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
議

決
権
電
子
行
使
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
が
考
え
ら

れ
る
も
の
の
、
こ
れ
以
外
の
対
応
を
行
う
こ
と
も
当
然

に
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
一
〇
）。

　

補
充
原
則
一
–
二
⑤
は
、
上
場
会
社
に
対
し
て
、「
信

託
銀
行
等
の
名
義
で
株
式
を
保
有
す
る
機
関
投
資
家
等

が
、
株
主
総
会
に
お
い
て
、
信
託
銀
行
等
に
代
わ
っ
て

自
ら
議
決
権
の
行
使
等
を
行
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
希

望
す
る
場
合
に
対
応
す
る
た
め
、
…
…
信
託
銀
行
等
と

協
議
し
つ
つ
検
討
を
行
う
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
補
充
原
則
は
、
と
き
に
「
実
質
株

主
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
機
関
投
資
家
等
（
注
一

一
）
に
よ
る
株
主
総
会
へ
の
出
席
・
議
決
権
行
使
の
問

題
を
扱
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
者
の
株
主

総
会
へ
の
出
席
・
議
決
権
行
使
を
必
ず
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
は
し
て
お
ら
ず
、
あ
ら
か
じ
め
希
望
が

あ
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
も
の
で
あ
る
点
に
留
意
さ
れ
た
い
（
注
一

二
）。
具
体
的
に
ど
の
程
度
の
検
討
を
要
す
る
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
各
上
場
会
社
が
信
託
銀
行
等
と
協

議
し
つ
つ
検
討
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
補

充
原
則
に
お
い
て
は
、「
信
託
銀
行
等
に
代
わ
っ
て
」
と

あ
る
よ
う
に
、
名
義
株
主
（
信
託
銀
行
等
）
か
ら
委
任

状
の
付
与
を
受
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
（
注
一

三
）。
ま
た
、「
あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
場
合
」
と
あ
る

の
は
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
記
載
で
あ
り
、
単
に

株
主
総
会
よ
り
前
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
る
べ
き

で
は
な
く
、
上
場
会
社
側
に
お
い
て
合
理
的
な
対
応
が

可
能
と
な
る
程
度
の
余
裕
を
み
て
、「
あ
ら
か
じ
め
」
希

望
を
伝
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

＊　

本
稿
の
執
筆
は
、
金
融
庁
総
務
企
画
局
企
業
開
示
課

の
谷
口
達
哉
専
門
官
お
よ
び
中
野
常
道
専
門
官
が
分
担
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し
て
行
い
、
同
課
の
油
布
志
行
課
長
お
よ
び
東
京
証
券

取
引
所
上
場
部
の
渡
邉
浩
司
課
長
が
そ
の
監
修
や
全
体

の
調
整
等
を
行
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
金
融
庁
総
務
企
画

局
企
業
開
示
課
の
小
長
谷
章
人
課
長
補
佐
、
國
島
佳
恵

課
長
補
佐
、
髙
田
洋
輔
専
門
官
、
善
家
啓
文
専
門
官
、

浜
田
宰
専
門
官
、
東
京
証
券
取
引
所
上
場
部
の
佐
々
木

元
哉
調
査
役
、
佐
藤
寿
彦
調
査
役
お
よ
び
村
上
達
哉
氏

が
執
筆
に
協
力
し
た
。

（
注
一
） 

「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
二
〇
一
四
」
に
お
い

て
は
、
本
有
識
者
会
議
に
お
い
て
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
を
取

り
ま
と
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
有
識
者
会
議
に

お
け
る
議
論
と
い
う
適
正
な
手
続
を
経
た
こ
と
や
、
会

社
や
投
資
家
に
お
け
る
準
備
期
間
の
確
保
の
観
点
か
ら

コ
ー
ド
の
内
容
の
早
期
確
定
を
求
め
る
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
の
原
案
そ

の
も
の
を
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
注
二
） 

コ
ー
ド
策
定
に
対
す
る
反
対
の
意
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
も
の
は
数
件
、
そ
の
他
の
意
見
（
コ
ー
ド
策

定
へ
の
ス
タ
ン
ス
を
示
さ
ず
に
コ
ー
ド
の
内
容
に
つ
い

て
確
認
を
求
め
る
も
の
や
、
コ
ー
ド
の
将
来
的
な
見
直

し
に
コ
メ
ン
ト
す
る
も
の
等
）
は
約
三
分
の
一
で
あ
っ

た
。

（
注
三
） 

「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
二
〇
一
四
」
に
お
け

る
定
義
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
注
四
） 

現
在
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
委
員
会
に
お
い

て
、
そ
の
改
訂
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

平
成
二
六
年
一
一
月
一
四
日
に
そ
の
た
め
の
市
中
協
議

案
が
公
表
さ
れ
た
。
当
該
市
中
協
議
案
で
は
、
本
コ
ー

ド
（
原
案
）
と
同
様
、
①
株
主
の
権
利
と
②
株
主
の
平

等
な
取
扱
い
が
「
株
主
の
権
利
と
平
等
な
取
扱
い
」
と

し
て
一
つ
の
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
機
関
投

資
家
等
の
市
場
仲
介
者
に
関
す
る
独
立
の
章
が
設
け
ら

れ
る
な
ど
と
い
っ
た
新
た
な
取
組
み
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
。

（
注
五
） 

F
inancial R

eporting C
ouncil “ T

he U
K

 C
or-

porate G
overnance C

ode (Septem
ber 2014)”  Section 

E
 2.2.

参
照
。

（
注
六
） 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則 “ III. T

he E
quitable T

reatm
ent 

of Shareholders”

参
照
。

（
注
七
） 

な
お
、
現
行
の
東
京
証
券
取
引
所
の
上
場
規
程

上
も
、
株
主
総
会
招
集
通
知
書
お
よ
び
そ
の
添
付
書
類

を
Ｔ
Ｄ
ｎ
ｅ
ｔ
に
よ
り
、
公
衆
縦
覧
書
類
と
し
て
登
録

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
補
充
原
則
の
「
Ｔ

Ｄ
ｎ
ｅ
ｔ
…
…
に
よ
り
電
子
的
に
公
表
」
と
は
、
こ
う

し
た
方
法
に
よ
り
公
衆
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
を
想
定
し

た
も
の
で
あ
り
、「
適
時
開
示
情
報
」
と
し
て
の
開
示
を

想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
注
八
） 
す
で
に
招
集
通
知
の
発
送
前
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
表
を

行
っ
て
い
る
上
場
会
社
は
一
五
一
社
（
資
本
金
一
、
〇

〇
〇
億
超
の
上
場
会
社
で
は
、
一
〇
一
社
中
一
六
社
）

存
在
す
る
（
商
事
法
務
研
究
会
編
「
株
主
総
会
白
書
二

〇
一
四
年
版
」
本
誌
二
〇
五
一
号
（
二
〇
一
四
）
六
六

頁
）。
な
お
、
平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
に
伴
い
改
正
さ

れ
た
会
社
法
施
行
規
則
・
会
社
計
算
規
則
に
お
い
て

も
、
事
業
報
告
全
体
や
計
算
書
類
全
体
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
開
示
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
旨
を
確

認
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
（
会
社
法
施
行
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
七
年
法
務
省
令
第

六
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
会
社
法
施
行
規
則
九
四
条
三

項
、
一
三
三
条
七
項
、
同
会
社
計
算
規
則
一
三
三
条
八

項
）。

（
注
九
） 

な
お
、
株
主
総
会
の
開
催
時
期
、
招
集
通
知
の

早
期
発
送
・
発
送
前
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
表
、
実
質
株
主
の
株

主
総
会
へ
の
出
席
・
議
決
権
行
使
な
ど
の
株
主
総
会
に

係
る
実
務
的
な
論
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
執
筆
時
現
在

経
済
産
業
省
の
「
持
続
的
成
長
に
向
け
た
企
業
と
投
資

家
の
対
話
促
進
研
究
会
」
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
株
主

総
会
の
あ
り
方
検
討
分
科
会
」
に
お
い
て
も
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
注
一
〇
） 

議
決
権
電
子
行
使
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利

用
以
外
に
考
え
ら
れ
る
対
応
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
会

社
法
上
の
電
子
投
票
制
度（
同
法
二
九
八
条
一
項
四
号
、

三
一
二
条
参
照
）
の
採
用
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
（
平
成

二
七
年
三
月
五
日
に
金
融
庁
が
公
表
し
た
「
主
な
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
和
文
）
の
概
要
及
び
そ
れ
に
対
す

る
回
答
」（
以
下
「
パ
ブ
コ
メ
回
答
（
和
文
）」
と
い
う
）

四
番
参
照
）。

（
注
一
一
） 

株
主
名
簿
上
の
名
義
人
で
は
な
い
実
質
的
な

株
式
保
有
者
の
こ
と
を
「
実
質
株
主
」
と
呼
ぶ
こ
と
が

あ
る
。

（
注
一
二
） 

パ
ブ
コ
メ
回
答
（
和
文
）
五
番
参
照
。

（
注
一
三
） 

本
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、
名
義
株
主
か
ら

委
任
状
を
取
得
し
て
お
く
こ
と
が
実
践
的
に
考
え
ら
れ

る
一
つ
の
解
決
策
で
あ
る
旨
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
も

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
ゆ
ふ
・
も
と
ゆ
き

わ
た
な
べ
・
こ
う
じ

た
に
ぐ
ち
・
た
つ
や

な
か
の
・
つ
ね
み
ち
）


